
横浜市立 東鴨居中学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

豊かな心
「学び合い」を通して、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性を育む。
①人が困っているときは，進んで助けることができるようにする。（R4東鴨居86.3%/全国88.4%）（R3東鴨居83.5%/全国88.5%）
②自分と違う意見について考えるのは楽しいと感じられるようにする。（R4東鴨居73.2%/全国76.9%）（R3東鴨居68.3%/全国74.7%）
③相手の立場になって、その人の気持ちを考えることができるようにする。（R4東鴨居91.4%/横浜93.0%）
④友達と協力するのは楽しいと感じられるようにする。（R4東鴨居94.9%/全国93.7%）

担当 学習指導部

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

　　　　「自ら学び　社会とつながり　ともに未来を創る人」
　　ヒ　一人ひとりの個性を伸ばします　（徳）
　　ガ　学習の基礎基本の定着を図ります　（知）
　　カ　課題を解決する力を向上させます　（知）
　　モ　モチベーション（意欲）をもって創造していく力を向上させます　（体）
　　と　共に生きる心とコミュニケーションの力を向上させます　（公・開）

　全国学力・学習状況調査・横浜市学力・学習状況調
査の結果

●人が困っているときは、進んで助けることができる
ようにする。（R4東鴨居86.3%/全国88.4％）（R3東鴨居
83.5%/全国88.5%）
●自分と違う意見について考えることは楽しいと思い
ますか。（R4東鴨居73.2％/全国76.9％）（R3東鴨居
68.3%/全国74.7%）
●人のためになることをしたいとおもいますか
（3年：東鴨居98%/横浜市95%）
（2年：東鴨居96%/横浜市95%）
（1年：東鴨居97%/横浜市96%）

●自分以外の人のためになることをしたいと思うこと
の大切さを理解できるようにする。（R3東鴨居57%/横
浜60%）

対話的な学びの実現
学級の係活動・委員会活動・生徒会活動の充実

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

●毎時間、１回は生徒同士で対話する。
●分からないときは「教えて」、困っているときは「助けて」と表現する。
●学級活動や学校行事等において、主体的に他の人と関わる。
●学級や学年、学校の全員が充実した学校生活を送るために、自分ができることを考える。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

〈心身ともにたくましく生きる力〉
〈問題発見・解決能力〉

〈言語能力〉
〈自分づくりに関する力〉

具体化した資質・能力

健康な生活を営むための基本的な生活習慣　　問題を認識する能力
伝える内容を明確にする力　　お互いの考えへの気づき

他者を理解する態度・自己を理解する姿勢

下
半
期

●毎時間、１回は生徒同士で対話する。
●分からないときは「教えて」、困っているときは「助けて」と表現する。
●学級活動や学校行事等において、主体的に他の人と関わる。
●学級や学年、学校の全員が充実した学校生活を送るために、自分ができることを実践する。

中期取組目標
　小中・家庭・地域と連携し、生徒と教職員が力を合わせて、　「当たり前のことを当たり前にできる学校」　を目指します。

○確かな学力を身に付け、夢、希望、目標をもち、自立して生きていく生徒を育てます。（知）→自分を律し、高め合える生徒
○人を思いやる優しさと豊かな感性を磨ける活動に取り組みます。（徳） →相手の思いを受け止め、仲間や学校の伝統を大切にできる生
徒
○一人ひとりの個性を大切にし、心と体の健康を意識し生き生きと生活する生徒を育てます。（体）→自尊感情をもった生徒
○人とのコニュニケーションを通して、グローバルな視点をもった地域社会に貢献できる生徒を育てます。（公・開）→あいさつができる生徒

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

生きてはたらく知
生徒の「じっくり考え　高め合い　次につなげる確かな学び」を実現するために、学力向上アクションプランに基づいて、授業改善を行う。
①学習したことを、ふだんの生活の中で、生かして使おうと考えられるようにする。（R4東鴨居75%/横浜82.9%）（R3東鴨居85.5%/全国86.7%）
②自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表できるようにする。（R4東鴨居52.9%/全国63.3%)（R3東鴨居51.1%/全国62.0%）
③学級の生徒との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができるようにする。（R4東鴨居62.3%/全国78.7%）（R3東鴨居70%/横浜77%）

健やかな体
「横浜市「健やかな体」育成プログラム」に沿って、家庭と協力しながら体力向上を目指す。
「健やかな体の育成プラン」の推進。学校保健委員会の活動の活性化。体力・運動能力調査の結果を積極的に公表、活用する。①健康三原則「運動：週に420分以上」（R4東鴨居男子88%/横浜
76%、東鴨居女子572%/横浜62%）、「食事：毎日朝食」（東鴨居男子75%/横浜80%、東鴨居女子88%/横浜77%）、「睡眠：睡眠時間８時間以上」（東鴨居男子13%/横浜18%、東鴨居女子6%/横浜11%）を
徹底することの大切さを理解できるようにする。②保健体育科の授業で目標を示す、学んだ内容を振り返る活動を行う。③テレビ、スマートフォン、パソコン等による映像の視聴時間が及ぼす害
について理解できるようにする。担当 学習指導部 担当 保健安全指導部・保健体育科

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

●実生活で生かせる知識・技能を身に付ける。
●毎時間、１回は生徒同士で対話する。
●思考し、判断したことを主体的に表現する。
●自分の思いや考えを表現する際は、伝わりやすいように工夫する。
●前期の成績から、自分の学力や課題を把握する。

下
半
期

●新体力テストの結果を分析し、自らの体力について考察し、体力向上に向けた取り組みを行
う。
●学校保健委員会で歯科衛生について学び、実践する。
●保健だより等で、健康三原則の大切さについて理解する。
●保健体育の学習において、振り返りを行い、知識・技能及び体力の向上を図る。

学力にかかわる生徒の実態
　・令和４年度実施の横浜市学力・学習状況調査の
　　結果、学力・学習意識・生活意識の全ての項目に
　　おいて平均が横浜市の平均値を下回っていた。
　・1年生（令和5年度2年生）は、音楽・技家以外の学
　　習意識が横浜市平均値以下となって、生活意識も
　　大幅に低くなっている。学力では数学以外は横浜
　　市平均値よりやや下回る程度だが、社会・理科は
　　平均値を大きく下回っている。
　・2年生（令和5年度3年生）は、理科・外国語・音楽・
　　の学習意識は横浜市平均値以上となっているが、
　　その他は平均値に届いていない。学力では理科
　　は市平均値を上回っているが、その他の教科は
　　平均値以下である。国語の学習意識は9教科で
　　最も低い。

言語能力の向上
対話的な学びの実現

R4全国学力学習状況調査より
①朝食を毎日食べていますか
　（東鴨居79.7%/全国79.9%）
②毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか
　（東鴨居37.7%/全国37.0%）
③毎日、同じくらいの時刻に起きていますか
　（東鴨居58.7%/全国56.8%）

R4横浜市
①1日の睡眠時間が8時間以上
　（3年：東鴨居31%/横浜市24%）
　（2年：東鴨居42%/横浜市36%）
　（1年：東鴨居54%/横浜市60%）
②1日の運動スポーツの実施時間が1時間以上
　（3年：東鴨居52%/横浜市52%）
　（2年：東鴨居53%/横浜市56%）
　（1年：東鴨居63%/横浜市47%）
R4体力測定の結果
・全学年とも横浜市の平均を下回っている。

健やかなの育成プランの推進　　　　　学校保健委員会の活動の活性化
保健体育科の学習の充実

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

●実生活で生かせる知識・技能を身に付ける。
●毎時間、１回は生徒同士で対話する。
●思考し、判断したことを主体的に表現する。
●自分の思いや考えを表現する際は、伝わりやすいように工夫する。
●全国、横浜市学力・学習状況調査の結果から、自分の学力や課題を把握する。

上
半
期

●マリノスによる食育教室を通して、食の知識を深めるとともに、実践力を高める。
●新体力テストの結果を分析し、自らの体力について考察し、体力向上に向けた取り組みを行
う。
●体育祭の大縄跳びの練習を昼休みに行う。
●保健体育の学習において、振り返りを行い、知識・技能及び体力の向上を図る。


